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平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

１４

れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成　

年
度
の
町
の
財
政
運
営
に
つ

１４
い
て
は
、
世
界
情
勢
の
不
安
や
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
、
効
率
的
に

活
用
し
、
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
諸
施

策
を
推
進
し
ま
し
た
。

般
会
計
決
算
と
し
て
は
、
歳
入
で

　

億
７
、
７
４
３
万
円
、
歳
出
で

７２

　

億
２
、
７
９
４
万
円
と
、
実
質
収
支
で

７１は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
調

整
基
金
を
（
１
億
５
千
万
円
）
取
り
崩
し

て
財
源
不
足
に
対
応
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

入
と
し
て
は
、
歳
入
全
体
の
約　
５８

％
を
占
め
る
町
税
と
地
方
交
付
税

が
、
企
業
収
益
及
び
雇
用
情
勢
の
悪
化
等

に
よ
り
大
き
く
減
収
と
な
り
、
前
年
度
比

で
は
町
税
８
、
０
０
０
万
円
の
減
少
、
地

方
交
付
税
で
は
、
２
億
３
、
０
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
、
一
般
財
源
全
体
で
の
決

算
額
は　

億
６
、
３
３
０
万
円
と
な
り
ま

５３

し
た
。ま
た
、事
業
に
伴
う
国
庫
支
出
金
、

町
債
等
の
増
加
に
よ
り
、
総
額
で
は
対
前

年
度
比
１
・
８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

出
で
は
、「
第
４
次
総
合
計
画
キ
ラ

ラ　

プ
ラ
ン
」
の
５
本
の
柱
を
基

２１

本
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
実

施
計
画
に
よ
っ
て
経
常
経
費
の
抑
制
を
図

り
な
が
ら
、
教
育
、
文
化
、
生
活
環
境
、

福
祉
、
産
業
等
住
民
生
活
全
般
に
わ
た
り

事
業
を
進
め
た
結
果
、
決
算
額
は
、
昨
年

度
に
比
べ
約
１
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

税
は
、
個
人
町
民
税
が
４
億
５
、

０
０
０
万
円
（
△
６
・
１
％
）
法

人
町
民
税
が
９
、
６
０
０
万
円
（
△　

・
１０

２
％
）
固
定
資
産
税
が
９
億
５
、
０
０
０

万
円
（
△
３
・
３
％
）
と
前
年
度
と
比
べ

て
減
少
し
ま
し
た
。

方
譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
等
の

各
種
交
付
金
は
、
４
億
６
、
０
０

０
万
円
（
△　

・
５
％
）、
地
方
交
付
税
は

１６

約　

億
７
、
２
０
０
万
円
（
△
８
・
３
％
）

２５
と
、
い
ず
れ
も
前
年
度
と
比
べ
て
減
少
し

ま
し
た
。
国
県
支
出
金
は
８
億
１
、
６
０

０
万
円
と
、
前
年
に
比
べ
て　

・
７
％
の

３７

増
と
な
り
ま
し
た
。

債
は
、
教
育
環
境
の
整
備
や
、
町

道
、
農
道
を
は
じ
め
と
し
た
生
活

環
境
の
整
備
を
含
め
た
９
億
２
、
１
５
０

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約　

％
の
増

６６

と
な
り
ま
し
た
。

衛生費

48,737円

公債費

54,873円

教育費

56,087円

民生費

59,954円

●
町
税
は
、
町
民
１
人
当
た

り
８
５
、
８
６
６
円
、
１
世

帯
当
た
り
２
９
７
、
５
８
３

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
町

民
１
人
当
た
り
３
６
８
、
７

８
８
円
、
１
世
帯
当
た
り
１
、

２
７
８
、
０
９
６
円
が
使
わ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

一
般
会
計

町税 
16億5,962万円 

22.8％ 

分担金及び負担金など 
8億4,698万円 
11.6％ 

地方交付税 
25億7,256万円 

35.3％ 

町債 
9億2,150万円 
12.7％ 

国庫支出金 
4億767万円 
5.6％ 

県支出金 
4億900万円 
5.6％ 

地方譲与税など 
4億6,010万円 

6.4％ 

＜歳入＞ 

自主財源 
34.4％ 依存財源 

65.6％ 

町税、分担金及び 
負担金など 地方交付税 

町債、ほか 

歳
入 

万
円 ７２億７,７４３ 

歳
出 

万
円 ７１億２,７９４ 

歳
出
総
額
は　

億
７
、９
８
８
万
円

１１０

歳
入
の
主
な
内
容 

平一歳歳

町地町



3広報いしかわ　１１月号

土木費

27,120円

消防費ほか

40,444円

農林水産業費

34,176円

総務費

47,397円

●平成14年度事業の主な内容 

明日を担う人づくりの
ために 

・学校間交流事業　・オーストラリア研修事業 
・英国文化体験教室事業　・教育振興事業など ◯ 1

歴史を学びあい個性豊か
な社会をつくるために 

・文化財普及活動事業 
・芸術鑑賞事業など ◯ 2

自然と共生する社会を
つくるために 

・環境監視員設置事業 
・石川地方生活環境施設組合負担金など ◯ 1

快適な都市基盤の整備
をめざすために 

・緊急地方道路整備事業　・簡易水道事業　 
・道路維持補修事業など ◯ 2

安全で安心な地域社会
を目指すために 

・消防施設整備事業 
・交通安全対策事業など ◯ 3

やさしさと思いやりをも
って共に生きるために 

・児童クラブ運営事業 
・母子保健事業など 

◯ 1

みんなが安心していき
いきと暮らすために 

・障害児通園事業　・身体障害者（児）福祉事業　 
・重度心身障害者医療費　・老人保健事業など ◯ 2

環境変化に柔軟な産業
育成のために 

・活力ある商店街事業　・中小企業対策事業 
・基盤整備促進事業　・畜産振興事業など ◯ 1

地域資源を有効に活用
するために 

・石のまちづくり事業　 
・観光宣伝事業など ◯ 2

町民総参加の推進 ・地域づくり事業 
・女性の翼事業など ◯ 1

開かれた行政の推進 ・総合行政システム事業　 
・防災行政無線整備事業など ◯ 2

効率的な行財政運営の
推進 

・地図情報システム事業など ◯ 3

1　 心豊かに学ぶ力をつなぐまち 8,970万円 

2　 自然と調和し安全で快適なまち 10億2,745万円 

3　 人にやさしく健康で安心して暮らせるまち 45億7,165万円 

4　 活力に満ちたたくましいまち 6億3,400万円 

5　 町民とともに歩むまち 1億3,300万円 

的
別
の
内
訳
は
、
歳
出
予
算
が
ど

の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
か
を

示
し
た
も
の
で
、
最
も
多
い
民
生
費
は　
１１

億
５
、
８
７
９
万
円
で
、
歳
出
総
額
の　

・
１６

３
％
を
占
め
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、

障
害
者
福
祉
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
。
教
育
費
は　

億
８
、
４
０

１０

０
万
円
で
、
社
会
教
育
の
振
興
、
国
際
交

流
、
文
化
財
保
存
経
費
の
ほ
か
、
情
報
化

教
育
の
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
（
各

学
校
、
役
場
等
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

情
報
の
伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
教
育
環

境
等
を
整
備
す
る
事
業
）
の
実
施
に
よ
り

前
年
度
よ
り　

・
２
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

１５

衛
生
費
は
、
前
年
度
に
対
し
て　

・
２
％

１３

増
の
９
億
４
、
１
９
０
万
円
で
、
各
種
予

防
接
種
事
業
や
し
尿
、
ご
み
処
理
等
衛
生

的
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
業
費

は
、
農
道
整
備
、
農
林
業
及
び
畜
産
振
興

の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
土
木
費
は
、
道

路
の
新
設
、
改
良
、
町
営
住
宅
の
維
持
管

理
等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

●特別会計
歳　出歳　入会　計　名

15億2,423万円 16億 6,709万円国民健康保険
19億9,666万円20億 1,826万円老人保健
6億7,924万円6億9,345万円介護保険

851万円851万円介護保険サービス事業
20万円1,041万円母畑財産区
13万円1,018万円中谷財産区

33万円49万円
石川地方町村心身障
害児就学指導審議会

520万円3,680万円土地開発事業
6,770万円7,026万円簡易水道事業
1,492万円2億3,896万円宅地造成事業

2億7,697万円営業収益

収入
収
益
的
収
支

310万円営業外収益

5万円特別利益

2億8,012万円計

1億7,665万円営業費用

支出
3,507万円営業外費用

24万円特別損失

2億1,196万円計

326万円建設負担金

収入
資
本
的
収
支

－工事負担金

1,363万円国庫補助金

1,689万円計

1億1,398万円建設改良費

支出
2,757万円企業債償還金

131万円国庫補助金返還金

1億4,286万円計

※資本的収入額が支出額に対して不足する1億2,597万円は、
当該年度損益勘定留保資本金等で補てんしました。

●水道事業会計

教育費 
10億8,406万円 

15.2％ 

公債費 
10億6,058万円 

14.9％ 

総務費 
9億1,609万円  
12.9%

土木費  
5億2,418万円  

7.4%

民生費 
11億5,879万円 

16.3％ 

衛生費 
9億4,198万円 
13.2％ 

農林水産業費 
6億6,055万円 

9.3％ 

消防費ほか  
7億8,171万円  
10.8%

＜歳出＞ 

歳
出
の
主
な
内
容 

平成
１４年度

目
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町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査

に
基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国

や
他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
と
の
均
衡
を

考
慮
し
つ
つ
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
一
般
行
政
職
員
、
技
能
労
務

職
員
な
ど
２
０
７
人
に
給
与
を
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
用
い
て
い
る
数
値
は
、

平
成　

年
度
４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公

１５

務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共

団
体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い

ま
す
。

町 区分 国 

期末手当 期末手当 

1.55月分 6月期 1.55月分 

  1.7月分 12月期   1.7月分 

3.25月分 計 3.25月分 

勤勉手当 勤勉手当 

0.7月分 0.7月分 

0.7月分 0.7月分 

1.4月分 1.4月分 

町 国 

自己都合 

21.0月 

33.75月 

47.5月 

60.0月 

自己都合 

21.0月 

33.75月 

47.5月 

60.0月 

（支給率） 

勤続20年 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度 

定年・勤奨 

28.875月 

44.55月 

62.7月 

62.7月 

定年・勤奨 

28.875月 

44.55月 

62.7月 

62.7月 

期
末
勤
勉
手
当 

退
職
手
当 

特
殊
勤
務
手
当 

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員に対して 
支給される手当 
職員一人当たりの平均支給月額　無し（4月分） 
支給職員　無し 
税務職員ほか　8職類 

時
間
外
勤
務
手
当 

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当 
職員一人当たりの平均支給月額　26,400円 

借家 
借間 

自宅 

交通機関等利用者 

交通用具利用者 

月額9,500円を超える家賃を支払っている 
職員に対し100円から27,000円 

51,000円まで全額、51,000円を超えた場合、その 
超えた額の2分の1の額を51,000円に加えた額 

3,500円 

通勤距離に応じて2,200円から43,900円 

扶
養
手
当 

住
居
手
当 

通
勤
手
当 

配偶者14,000円配偶者以外の扶養親族の内2人まで、 
それぞれ6,000円 
（ただし、配偶者のいない職員は扶養親族のうち一人は11,000円、また、
配偶者が被扶養者でない場合は、扶養親族のうち一人は、6,500円） 
その他一人につき5,000円 
扶養親族のうち満16歳の年度始めから満22歳をの年度末までは 
一人5,000円加算。 

6  職員手当の状況 1  人件費の状況（平成14年度一般会計決算） 

3  平均年齢及び平均給料月額の状況（15年5月現在） 

2  職員給与費の状況（平成15年度一般会計当初予算） 

4  初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況 

5  特別職の報酬等の状況 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に
前歴などのある場合には、その期間を町規則により換算し、採用後の年数に
加算した年数をいいます。 

職員数 
Ａ 

一人当たり 
給与費 
（Ｂ/Ａ） 

186人 771,417千円 101,970 326,585 1,199,972 6,451

 

707,360万円 
 

14,671万円 
 

188,602万円 
 

26.7％ 

歳出額（Ａ） 

給料 職員手当 期末・勤勉手当 

平均年齢 区　　分 

区　　分 
経験年数 

初任給 

大学卒 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

742,200

594,300

556,200

556,200

議　長 

副議長 

議　員 

304,000

239,400

223,300

1.7月分 

1.8月分 

3.5月分 

（支給割合） 

期末手当 給料（報酬）月額 

6月期末 

12月期末 

計 

高校卒 

171,500

139,500

178,400

144,000

251,600

207,600

357,300

332,200
一　　般 
行政職員 

2年 10年 20年 

平均給料月額 

41歳1月 一般行政職員 333,200円 

49歳6月 技能労務職員 343,100円 

計　　Ｂ 

給　与　費 

実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） 

報
　
　
酬 

給
　
　
料 
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7  一般行政職の級別職員数 

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務員を除いた行政職員です。 

※定員適正化計画は、行政改革の方針に則り、主に削減を目的とした計画です。本町では、平成７年度に策定し、平成16年度までの10年間に定員を208人とするものです。 

区分 

標準的な 
職務 

職員数（人） 

構成比（％） 

1級 

主事補 

3

2.6

2級 

主事 

14

12

3級 

主事 

13

11.1

4級 

係長・主査 

17

14.5

5級 

主任主査 
係長・主査 

25

21.4

6級 

課長・主幹 
係長補佐・主任主査 
主任主査兼係長 

28

23.9

7級 

課長・主幹 

8

6.8

8級 

課長 

9

7.7

合計 

117

100

0.8 10.2 11.0 17.8 18.6 24.6 8.5 8.5 100
前年度 
構成比 

参
考 

8  職員数の状況 

9  定員適正化計画の年次別進捗状況 

部門 

一般行政 

平成15年 

職員数 前年比較 

特別行政（教育委員会） 

職員数 前年比較 

公営企業等会計 

職員数 前年比較 

計 

職員数 前年比較 

175平成6年（計画前年） － 45 － 14 － 234 － 

176平成7年 1 45 0 14 0 235 1
169平成8年 △7 45 0 15 1 229 △6

169平成9年 0 45 0 16 1 230 1

167平成10年 △2 42 △3 16 0 225 △5

166平成11年 △1 40 △2 17 1 223 △2
166平成7～11年（対　平成6年比） △9 40 △5 17 3 223 △11

第1次目標（平成7～11年） 225

達成率 100.9％ 

159平成12年 △7 43 3 17 0 219 △4
152平成13年 △7 44 1 21 4 217 △2

147平成14年 △5 44 0 21 0 212 △5

141平成15年 △6 45 1 21 0 207 △5

第2次目標（平成12～16年） 208

達成率 100.5％ 

平成14年 

差引 

2

2

0

39

37

2

9

9

0

65

69

△4

4

5

△1

9

13

△4

13

12

1

141

147

△6

45

44

1

186

191

△5

11

11

0

10

10

0

21

21

0

207

212

△5

議会 
総務 
企画 税務 

民生 
衛生 

商工
労働 

農林
水産 土木 小計 教育 水道 その他 小計 

計 
一般
会計 

公営企業部門 特別行
政部門 一般行政部門 

部　　門 

区　　分 

　
　

月
１
日
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い

１０
て
、
委
員
長
に
岩
谷
金
良
さ
ん
（
中
田
字

中
野
）、
同
職
務
代
理
者
に
江
尻
滋
さ
ん

（
赤
羽
字
新
宿
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。
任
期
は
１
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
定
例
議
会
で
、
教
育
委

員
に
選
任
同
意
を
得
て
い
た
吾
妻
幹
�
さ

ん
（
境
ノ
内
）
が　

月
１
日
教
育
長
に
就

１０

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教育委員長に
岩谷金良さ

ん

教育長に
吾妻幹　さ

んを選任

教
育
長

吾
妻 
幹　

さ
ん

教
育
委
員
長

岩
谷 
金
良
さ
ん



6 広報いしかわ　１１月号

★
医
療
保
険
料
（
税
）
に
上
乗
せ
し
た
形
で

納
め
ま
す
。

★
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
で
決
ま
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

〈
決
め
方
〉

●
所
得
や
資
産
の
状
況
、
世
帯
に
い
る　

〜
４０

　

歳
の
介
護
保
険
対
象
者
の
人
数
な
ど
に

６４よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定
さ
れ
た
保

険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２
分
の
１
を

国
が
負
担
し
ま
す
。

〈
納
め
方
〉

●
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
、

１
つ
の
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
世
帯
主

が
納
め
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

〈
決
め
方
〉

●
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
の
算
定
方

法
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
算
定
さ

れ
た
保
険
料
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
２
分

の
１
を
事
業
主
が
負
担
し
ま
す
。

〈
納
め
方
〉

●
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
、

１
つ
の
健
康
保
険
料
と
し
て
給
料
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

●
原
則
と
し
て
年
金
の
種
類
や
額
に
よ
っ
て

納
め
方
が
違
い
ま
す
。

●
住
ん
で
い
る
市
町
村
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
や
加
入
者
の
状
況
に
よ
り
市
町
村
ご
と

に
決
ま
り
ま
す
。

〈
決
め
方
〉

●
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
総
費
用
に
応
じ
て
、
３
年

ご
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

●
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
所
得
や

住
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
通
常
５
段

階
（
石
川
町
は
６
段
階
）
に
調
整
さ
れ
ま

す
。

〈
対
象
者
〉

●
受
給
し
て
い
る
老
齢
・
退
職
（
基
礎
）
年

金
が
１
年
に　

万
円
以
上
の
方
。

１８

〈
納
め
方
〉

●
年
金
の
定
期
支
払
い
（
年
６
回
）
の
際
に
、

介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ

ま
す
。

〈
対
象
者
〉

●
受
給
し
て
い
る
老
齢
・
退
職
（
基
礎
）
年

金
が
１
年
に　

万
円
未
満
の
方
。

１８

●
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
。

●
年
度
途
中
に　

歳
に
な
ら
れ
た
方
や
転
入

６５

さ
れ
た
方

〈
納
め
方
〉

●
役
場
か
ら
送
ら
れ
た
納
付
書
で
指
定
の
金

融
機
関
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

替
に
よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
保
険
料
を
納

め
ず
、
納
付
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
と
き
、

い
っ
た
ん
費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
、
後
か

ら
払
い
戻
さ
れ
る
「
償
還
払
い
」
に
な
っ
た

り
、
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
差
し

止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
、
一
時
的
に

保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
保

険
料
の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
保
健

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
�　

―
９
１
２
４
）

２６

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

歳
以
上
か
ら

み
ん
な
が
納
め
ま
す

４０

　

介
護
保
険
制
度
に
は
、
様
々
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
費
用
の
う
ち
、
１
割
は
利
用

者
が
負
担
し
ま
す
が
、
残
り
９
割
の
う
ち
、

半
分
は
公
費
（
国
・
県
・
町
の
負
担
金
）

で
負
担
さ
れ
て
お
り
、
残
り
半
分
は　

歳
４０

以
上
の
方
の
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
保
険
料
は
年
齢
に
よ
っ
て
計
算

の
方
法
や
納
め
方
が
違
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、

　

歳
以
上
の
方

６５（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料
は

石
川
町
の　

歳
以
上
の
方
の

６５

介
護
保
険
料

（
平
成　

年
度
〜　

年
度
）

１５

１７

　

〜　

歳
の
方

４０

６４

（
第
２
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料
は

特
別
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
方

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
く
方

市町村の 
保険料の 基準額 

＝ 

÷ × 

６５
歳
以
上
の
方
の 

人
数 

６５
歳
以
上
の
方
の 

負
担
分
１８
％ 

市
町
村
で
必
要
な
介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用 

増割

基準額
軽減

割り増しの保険料を支払う方基準額の方軽減される方

第６段階第５段階第４段階第３段階第２段階第１段階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合

計
所
得
金
額
４
０
０
万
円

以
上

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合

計
所
得
金
額
２
０
０
万
円

以
上
４
０
０
万
円
未
満

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合

計
所
得
金
額
２
０
０
万
円

未
満

本
人
が
住
民
税
非
課
税

（
住
民
税
課
税
世
帯
）

世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税

生
活
保
護
の
受
給
者
、
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
（
住

民
税
世
帯
非
課
税
）

基準額×1.90基準額×1.70基準額×1.30基準額×1.0基準額×1.70基準額×1.45

57,600円51,500円39,400円30,300円21,200円13,600円

介
護
保
険
の
大
切
な
財
源
で
す

介
護
保
険
の
大
切
な
財
源
で
す

公費公費（税金税金）５０％ 
（国２５％、都道府県都道府県１２．５％、市町村市町村１２．５％） 

４０～６４歳の方の保険料歳の方の保険料 
３２％ 

６５歳以上の方の保険料歳以上の方の保険料 
１８％ 

公費（税金）５０％ 
（国２５％、都道府県１２．５％、市町村１２．５％） 

４０～６４歳の方の保険料 
３２％ 

６５歳以上の方の保険料 
１８％ 



7広報いしかわ　１１月号

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート⑦

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究

に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と

１０

１５

す
る
目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
号
で
は
、
国
・
県
を
参
考
に
し
た
、
石
川
町
の
省
エ
ネ
ル
ギ

１０
ー
目
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
成
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

��

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は
次
の
と
お
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
６
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
次
号
か
ら
４
回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
省
エ
ネ
教
育 

省
エ
ネ
の
普
及
啓
発 

事
業
所
へ
の
省
エ
ネ
教
育 

地
域
・
学
校
で
の
省
エ
ネ
教
育
の
推
進 

推
進
主
体
の
確
保 

1月 

3月 

1212月 

2月 

1月 

公
共
施
設
の
省
エ
ネ
施
策 

省
エ
ネ
の
普
及
啓
発 
自
動
車
の
省
エ
ネ
施
策 

普
及
啓
発 

公
共
施
設
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

3月 

省
エ
ネ
型
健
康
づ
く
り
の
推
進 

町
民
へ
の
省
エ
ネ
普
及
啓
発 

町
民
へ
の
普
及
啓
発
の
推
進 

住
宅
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進 

12月 

農
林
業
へ
の
省
エ
ネ
教
育 

森
林
資
源
循
環
の
構
築 

有
機
性
資
源
循
環
の
構
築 

2月 
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９
月　

日
〜　

日
の
２
日
間
、
石
川
町
総
合
体

２０

２１

育
館
で
、
石
川
町
の
招
待
試
合
、
第　

回
国
体
記

５０

念
第　

回
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

１５

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
石
川
中
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

主
将
の
岡
部
真
也
さ
ん
が
選
手
宣
誓
。
関
東
・
東

北
な
ど
か
ら
男
子　

チ
ー
ム
、
女
子　

チ
ー
ム
が

１７

１５

出
場
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
中
男
子
は
、１
回
戦
小
山
三
中（
栃
木
県
）

を　

対
８
で
破
り
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
湯
沢
南

１５
（
秋
田
県
）
に　

対　

で
敗
れ
ま
し
た
。
女
子
は

２５

１７

１
回
戦
で
準
優
勝
校
の
花
園
（
千
葉
県
）
に　

対
１１

２
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
役
場
分
庁
舎
第
一
会
議
室
で
、
第

２５

　

回
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
結
団
式
が
開
か
れ
ま
し

１５た
。

　

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、　

月　

日
、
白
河
市
総
合

１１

１６

陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の　

・
３
キ

９５

ロ
メ
ー
ト
ル
の　

区
間
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

１６

す
が
、
第
一
次
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た　

人
に
対

２２

し
、
西
牧
立
博
町
長
か
ら
候
補
選
手
指
定
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
総
合　

位
、
町
の
部
７
位
の
成
績
で
し

１４

た
。

　

月　

日
ふ
く
し
ま
駅
伝

１１

１６

上
位
入
賞
目
指
し
結
団
式

　

９
月　

日
、
農
村
婦
人
の
家
で
、
ミ
ニ
デ
イ
サ

２６

ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
広
場
「
中
谷
ニ
コ
ニ
コ
会
」
の

開
所
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
中
谷
ニ
コ

ニ
コ
会
」
が
運
営
す
る
も
の
で
、
約　

人
が
登
録
。

９０

当
面
は
毎
月
１
回
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

利
用
す
る
お
年
寄
り
は
地
域
の
約　

人
。
健
康
体

３０

操
、
血
圧
測
定
、
手
工
芸
品
づ
く
り
な
ど
を
行
い

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
工
者
の
有
松
工
務
店
（
有
松
文
夫
社

長
）
か
ら
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
・
５
組
、
ラ
ン

チ
皿
・　

枚
、
箸
・　

膳
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、

６０

６０

参
加
者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

国
体
記
念
中
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

関
東
・
東
北
か
ら　

校
が
熱
戦

１９

町
内
３
番
目
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
中
谷
ニ
コ
ニ
コ
会
」が
開
所
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月
６
日
、
学
法
石
川
高
校
前
か
ら
新
町
の
今

１０
出
橋
ま
で
、
交
通
安
全
・
防
犯
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

学
法
石
川
高
校
庭
で
の
出
発
式
で
は
、
南
山
形

小
学
校
６
年
の
須
藤
慎
さ
ん
が
出
発
宣
言
。
荒
町

通
り
に
移
り
、
山
形
小
６
年
の
牧
野
教
子
さ
ん
ら

が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
出
発
。

　

石
川
文
化
幼
稚
園
児
、
南
山
形
小
学
校
、
山
形

小
学
校
、
中
谷
第
一
小
学
校
、
石
川
小
学
校
の
児

童
な
ど
約
４
６
０
人
が
新
町
の
今
出
橋
ま
で
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
邦
銀
行
前
で
は
、
１
曲
ず
つ
演
奏
し
、
詰
め

掛
け
た
保
護
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。

交
通
安
全
・
防
犯
運
動

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
に
約
４
６
０
人

　
　

月　

日
、
石
川
郡
内
５
町
村
統
一
で
初
め
て

１０

１０

取
り
組
ん
だ
「
地
域
安
全
の
日
」
運
動
が
、
郡
内

で
１
９
４
機
関
、
団
体
と
住
民
か
ら
約
９
、
２
０

０
人
が
参
加
し
て
、「
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
警
察
署
で
午
前
７
時　

分
に
出
動
式
を

３０

行
い
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

な
ど
を
呼
び
か
け
る
テ
ン
ト
村
作
戦
、
消
防
団
に

よ
る
夜
警
な
ど
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
防
犯
、

無
火
災
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
北
山
形
に
ま
つ
わ
る
民
話
制
作
の

２９

た
め
の
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
中
央
テ
レ
ビ
の
福
島
民
話
館
で　

月
６

１２

日
に
放
映
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
取
材
班
が
石

川
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

民
話
は
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
）
で
製
作
さ
れ
、
内
容
は
尾
巻
山
に
巻
き
つ
い

た
竜
の
伝
説
「
竜
口
寺
の
竜
神
」
で
す
。
舞
台
と

な
る
竜
口
寺
は
、
三
芦
築
城
の
約
１
０
０
年
後
に

創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
本
堂
は
明
治
時
代
に

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
後
ま

で
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
井
戸
跡
だ
け
が
残
る
ひ
っ
そ
り
と
し

た
杉
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
山
形
「
龍
口
寺
」
な
ど
が

Ｃ
Ｇ
民
話
ア
ニ
メ
で　

月
６
日
放
映

１２

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

身
の
用
心
・
火
の
用
心
・
交
通
安
全

　

月　

日
に
初
の
地
域
安
全
の
日

１０

１０
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が　
１０

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結

２８

婚
。
若
い
こ
ろ
は
、
父
が
杉
の
伐

採
を
し
て
い
た
の
で
、
山
々
を
ソ
リ
で

登
り
下
り
し
て
製
材
所
に
持
っ
て
い
き

現
金
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和　

年
頃
か
ら
は
酪
農
組
合
に
勤
め

３８

ま
し
た
。
前
に
は
区
長
、
農
業
委
員
も

務
め
ま
し
た
。
妻
は
子
育
て
や
勤
め
に

出
て
、
助
け
合
い
な
が
ら
今
ま
で
来
ま

し
た
。お

二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

一
さ
ん　

夫
婦
で
温
泉
旅
行
に
行

く
こ
と
で
す
。

ハ
ツ
イ
さ
ん　

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

福
島
空
港
ま
で
見
え
る
二
本
ブ
ナ

の
展
望
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
い
人
が
働
け
る
雇
用
の
場
所
と

機
会
の
拡
充
で
す
。

職
業
▽
父
が
経
営
す
る
石
川
中
古
品
セ

ン
タ
ー
に
兄
と
一
緒
に
勤
め
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

も
ち
ろ
ん
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
。
そ

れ
と
仕
事
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

自
分
で
独
立
し
て
仕
事
を
し
な
が

ら
、
の
ん
び
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

も
っ
と
石
川
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

盛
ん
な
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

自
分
の
考
え
を
ハ
ッ
キ
リ
言
え
る
、

自
分
を
持
っ
て
い
る
女
性
。

次
回
は
、
山
崎
さ
ん
の
紹
介
で
、

三
瓶　

ヨ
シ
子
さ
ん
で
す
。

南
條 　

一　

さ
ん（　

歳
）

７０

　
　
 
ハ
ツ
イ
さ
ん（　

歳
）

６８

住
所
／
坂
路
字
野
出
ノ
内

双里字白坂下

山崎秀生さん（２１歳）

蕪木　康汰    ちゃん
こうた

北山字菅田　　　　　　　　　
康良さん・文子さんの長男　　
平成１４年７月２１日生まれ　　
「とても活発な、かわいい康汰く
んです。」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



２
０
０
４
年
で
歌
手
生
活　

周
年

４０

主
人
の
高
樹
一
郎
と
コ
ン
ビ
で
歌
っ
て
い
ま
す

東京都 津山　洋子さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

私
鉄
３
線
８
駅
を
有
す
る
鉄
道
網
と
主

要
幹
線
道
路
が
縦
横
に
走
る
交
通
の
利

便
性
や
首
都
近
郊
の
地
理
的
条
件
か
ら
、

県
下
の
中
堅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い

る
人
口
約　

万
３
千
人
の
大
和
市
で
す
。

２１

　

ま
た
、
泉
の
森
な
ど
、
市
を
南
北
に

流
れ
る
引
地
川
や
境
川
沿
い
に
残
さ
れ

た
緑
地
が
う
る
お
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
は
、
南
林

間
駅
の
近
く
で
、
幼
い
頃
は
学
校
や
公

園
で
遊
び
、
厚
木
基
地
に
も
飛
行
機
を

見
に
出
か
け
ま
し
た
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
４
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

農
家
の
仕
事
や
田
畑
の
風
景
な
ど
、

の
ど
か
な
所
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
季
折
々
の
行
事
が
多
く
、

人
々
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

県
道
白
河
・
石
川
線
は
交
通
量
が
多

い
割
に
歩
道
が
狭
く
、
街
路
灯
も
少
な

く
、
夕
方
の
下
校
時
は
特
に
心
配
で
す
。

少
し
ず
つ
で
も
改
善
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ 津山（左）、高樹（右）のコンビで
歌うようす
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赤
羽
字
浦

藤
田
ひ
ろ
み
さ
ん神奈川県大和市神奈川県大和市

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

父
が
仕
事
の
関
係
で
東
京
都
墨
田
区
か
ら
野
木
沢
に
引
越

し
、
私
は
中
野
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
綿
積
神
社
（
龍
神
様
）

の
す
ぐ
下
に
家
が
あ
っ
て
、
両
親
と
祖
母
と
姉
５
人
妹
１
人
の

　

人
家
族
で
し
た
。

１０◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

子
ど
も
の
頃
は
、
大
家
族
で
育
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
一
人

に
な
る
と
淋
し
い
で
す
ね
。
思
い
出
と
言
え
ば
、
父
の
仕
事
が

鉱
山
師
で
陶
器
の
原
料
と
な
る
石
を
山
か
ら
掘
り
出
し
、
洗
っ

て
選
り
分
け
て
荷
車
で
名
古
屋
の
本
社
に
送
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
お
も
ち
ゃ
は
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
コ
ー
ヒ
ー

の
ミ
ル
ク
入
れ
等
の
小
物
で
、
お
ま
ま
ご
と
が
楽
し
か
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
卵
の
よ
う
な
形
を
し
た
石
を
割
る

と
奇
麗
な
石
（
宝
石
）
が
出
て
来
た
り
と
か
、
今
思
え
ば
ち
ょ

っ
と
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

「
新
宿
育
ち
」
か
ら
も
う　

年
。
現
在
も
主
人
の
高
樹
一
郎
と

３７

コ
ン
ビ
で
歌
っ
て
い
ま
す
。
来
年
の
２
０
０
４
年
で
歌
手
生
活

　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
曲
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

４０ま
た
「
芸
能
福
島
県
人
会
」
と
い
う
芸
能
人
だ
け
の
会
で
歌
手

部
門
の
幹
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
１
回
、
新
宿
コ
マ
劇
場
で
「
艶
歌
の
祭
典
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
事
が
で
き
な
い
プ
ロ
歌
手
や
一
般
の
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ

ン
を
夢
の
ス
テ
ー
ジ
に
案
内
す
る
と
い
う
企
画
で
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

や
は
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
す
ね
。
父
の
お
墓
も
あ
り

ま
す
し
、
姉
妹
も
住
ん
で
い
ま
す
。
私
に
で
き
る
事
で
あ
れ
ば

故
郷
に
協
力
、
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木戸　琢馬    ちゃん

たくま

双里字本宮　　　　　　　　　
範夫さん・裕子さんの長男　　
平成１４年５月９日生まれ　　　
「お父さん、お母さんの大事な宝
ものです。元気にすくすく育っ
てくださいネ！」
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合
併
に
関
す
る
研
究
会
等
の
種
別
は
、

以
下
の
３
種
類
と
な
り
ま
す
。（
総
務
省

の
区
分
に
よ
る
）

●
「
法
定
合
併
協
議
会
」

●
「
任
意
合
併
協
議
会
」

●
「
そ
の
他
」

平
成　

年　

月
１
日
現
在

１５

１０

�
伊
達
地
方
任
意
合
併
協
議
会

�
二
本
松
・
東
北
達
地
方
任
意
合
併
協

議
会
、

�
田
村
地
方
広
域
行
政
研
究
会
、

�
田
村
地
方
５
町
村
合
併
協
議
会
、

�
西
白
河
地
方
市
町
村
合
併
研
究
会
、

�
会
津
若
松
市
・
北
会
津
村
合
併
協
議

会
、

�
会
津
若
松
市
・
河
東
町
・
湯
川
村
合

併
検
討
協
議
会
、

�
耶
麻
地
方
合
併
等
調
査
研
究
会
、

�
会
津
高
田
町
・
会
津
本
郷
町
・
新
鶴

村
合
併
協
議
会
、

�
河
沼
三
町
村
合
併
等
広
域
行
政
調
査

研
究
会
、

�
両
沼
５
町
村
合
併
問
題
職
員
研
究
会
、

�
双
葉
地
方
広
域
行
政
推
進
研
究
会
、

�
飯
舘
村
・
鹿
島
町
・
原
町
市
任
意
合

併
協
議
会
、

�
浪
江
町
・
小
高
町
合
併
協
議
会

県内市町村の
合併に対する動き

毎
日
の
積
み
重
ね
で
自
分
流
の
牧
場
が

で
き
る
の
が
酪
農
家
の
最
大
の
魅
力
�

堀
江　

美
登
里
さ
ん
●

さ
ん
●
中
田
字
酉
木
沢

▲保育所の運動会のようす

▲中田ささらのようす

と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

私
は
今
、
３
人
の
子
ど
も
の
母
親
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
楽
し
く

遊
ば
せ
る
施
設
が
あ
れ
ば
と
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
水
道
や
ト
イ
レ
、
休
憩
所

が
あ
っ
て
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
か
ら

小
学
生
く
ら
い
ま
で
遊
べ
る
遊
具
の
あ

る
公
園
と
か
、
軽
食
が
と
れ
て
、
少
し

く
ら
い
騒
い
で
も
よ
い
図
書
館
と
か
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
親

同
士
も
仲
良
く
な
れ
て
、
子
育
て
の
悩

み
と
か
、
自
慢
話
、
石
川
町
の
情
報
な

ど
、
会
話
を
し
な
が
ら
日
々
の
心
身
の

疲
れ
を
癒
す
空
間
が
あ
っ
た
ら
ス
テ
キ

だ
と
思
い
ま
す
。

域
密
着
の
運
動
会
な
ど
、
お
年
寄
り
か

ら
若
者
ま
で
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
会

を
盛
り
上
げ
て
い
る
姿
が
好
き
で
す
。

　

ま
た
、
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か
わ

か
ら
な
い
世
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
他
人

と
団
結
力
を
持
っ
て
い
る
地
域
は
な
い

理
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

種
付
け
は
牛
の
改
良
を
進
め
る
上
で
と

て
も
重
要
な
仕
事
で
す
。
か
っ
こ
い
い

牛
が
生
ま
れ
て
、
共
進
会
で
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
取
る
と
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
は
大
変
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
自
分
の
や

り
た
い
よ
う
に
、
仕
事
が
で
き
る
と
こ

ろ
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
今
日
、
明

日
に
は
成
果
は
で
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の

積
み
重
ね
で
自
分
流
の
牧
場
が
で
き
る

と
い
う
所
が
最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

地
域
社
会
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
中
田
地
区
で
は
、
昔

な
が
ら
の
お
祭
り
（
さ
さ
ら
舞
）
や
地

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

両
親
が
経
営
す
る
酪
農
業
を
手
伝
い

始
め　

年
が
経
ち
ま
す
。
現
在
、
飼
っ

１０

て
い
る　

頭
の
朝
晩
の
餌
の
給
飼
、
搾

５５

乳
や
牛
舎
の
清
掃
、
最
近
で
は
繁
殖
管

　

県
内
に
お
け
る
協
議
会
・

　

そ
の
他
の
研
究
会
等
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75

編
纂
室
だ
よ
り 

町
史
第
４
巻
資
料
編
「
考
古
・
古
代
・
中
世
」の
発
刊
に
向
け
て

　

本
年
６
月
に
考
古
部
会
（
部
会
長
、
目
黒
吉
明
氏
・
元
県
歴
史
資
料
館
遺
跡

調
査
課
長
ほ
か
５
名
）
を
設
置
し
、
各
専
門
委
員
に
よ
る
資
料
調
査
が
進
め
ら

れ
、
次
第
に
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
回
は
調
査
の
中

で
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分
と
石
川
町
の
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　子どもたちの直接体験の不足が指摘さ
れているなか、石川町においては、子ども
たちの多様な体験活動を可能とするため
に、現在、サポートセンターによる『学校
への指導者の派遣』、各公民館による『学
校週５日制対応事業』などを実施している
ところです。

青
少
年
の
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
に

は
、
自
然
や
社
会
の
現
実
に
触
れ
る
実
体
験
が
必
要
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
具
体
的
な
体
験
や
物
事
と
の
か
か

わ
り
を
通
し
て
、
感
動
し
た
り
、
驚
い
た
り
し
な
が
ら
、

「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」
と
考
え
を
深
め
る
中
で
、
実
際

の
生
活
や
社
会
、
自
然
の
あ
り
方
を
学
ん
で
い
く
も
の

で
す
。

　

特
に
、
青
少
年
期
は
、
他
者
の
存
在
を
意
識
し
、
社

会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、
自
己
を
形

成
し
、
実
際
の
活
動
を
通
じ
て
自
己
実
現
を
図
っ
て
い

く
時
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
教

育
的
意
義
が
大
き
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
規
範
意
識

や
他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
学
校
や
地
域
に
お
い
て
、
意

図
的
・
計
画
的
に
社
会
奉
仕
活
動
、
自
然
体
験
活
動
な
ど
様
々
な
体
験
の
機
会
の
充
実
を
図
り
、
そ

の
体
験
を
積
み
重
ね
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

いしかわ子ども体験活動サポートセンター

★
い
し
か
わ
子
ど
も
体
験
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

　
　

小
・
中
・
高
校
生
の　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
小
中
高
校
生
の
み
な
さ
ん

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
こ
と
は　

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

石
川
町
教
育
委
員
会
内　

�
２
６
�
９
１
３
６

遺
跡
の
概
要
と
各
時
代
の
遺
跡
の
特
色
□１
 

　

石
川
町
の
遺
跡
数
は
現
在
４
６
７
で
、

特
に
町
の
西
を
北
流
す
る
阿
武
隈
川
と

そ
の
支
流
社
川
沿
い
の
沢
田
地
区
と
野

木
沢
地
区
の
一
部
は
、
県
内
で
も
有
数

の
遺
跡
密
集
地
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の

地
域
だ
け
で
１
２
０
も
の
遺
跡
が
存
在

し
ま
す
。

　

こ
の
地
区
に
所
在
す
る
多
数
の
遺
跡

は
、
国
営
母
畑
地
区
総
合
農
地
開
発
事

業
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
遺
跡

の
性
格
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
資
料
編
１
に
収
録
す
る
遺
跡
の

半
数
以
上
は
こ
の
地
域
の
も
の
で
す
。

旧
石
器
と
縄
文
時
代
の
遺
跡

　

旧
石
器
時
代
（
１
万
２
０
０
０
年
以

前
）
の
遺
跡
と
し
て
は
背
戸
（
新
屋
敷

字
背
戸
）・
上
悪
戸
・
大
台
・
薬
師
堂

（
中
野
）
の
各
遺
跡
が
あ
り
、
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
石
器
は
石
英
質
の
も
の
が

多
い
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
町
内

か
ら
石
英
が
産
出
す
る
こ
と
と
関
係
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

縄
文
の
遺
跡
は
町
全
体
で
、
約
１
０

０
箇
所
ほ
ど
あ
り
、
長
郷
田
（
字
長
郷

田
）
や
七
郎
内
Ｃ　
（
中
野
字
七
郎
内
）

は
今
か
ら
４
５
０
０
年
前
の
遺
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
土
器

に
よ
り　

東
北
地
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
関
東
や
甲
信
越
地
方
と
も
交
流
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
は
文
化
程
度
が
低
い
と
み
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
青
森
県
の
三
内
丸
山

遺
跡
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
度
な
文

化
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

県
内
で
は
福
島
市
内
に
宮
畑
遺
跡

（
国
史
跡
）
が
あ
り
ま
す
が
、
三
内
丸

山
遺
跡
と
同
様
の
文
化
が
営
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
に

は
弥
生
時
代
の
墓
跡
と
し
て
全
国
的
に

有
名
な
鳥
内
遺
跡
（
新
屋
敷
字
耕
土
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
遺
跡
が
存
在

す
る
前
段
と
し
て
、
こ
れ
を
受
け
入
れ

る
文
化
が
こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
も

事
実
の
よ
う
で
す
。

▲東北・関東・甲信越地方の影響を受けた
縄文土器。「長郷田遺跡出土」
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予
防
が
一
番
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

53

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

炊
飯
ジ
ャ
ー
は
で
き
る
だ
け
保
温

機
能
を
使
わ
ず
、
必
要
な
と
き
に
加

温
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

炊
飯
ジ
ャ
ー
は

で
き
る
だ
け

保
温
機
能
を

使
わ
な
い
よ
う
に
！

●
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
？

　

家
庭
内
の
洗
濯
機
の
裏
な
ど
に
長
期

間
差
し
込
ま
れ
た
ま
ま
の
プ
ラ
グ
。
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
ホ
コ
リ
が
た
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ホ
コ
リ
が
湿

気
を
含
む
と
、
プ
ラ
グ
の
両
極
間
に
微

少
の
電
気
の
道
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
電
気
の
道
が
徐
々
に
加
熱
・
炭

化
が
進
ん
で
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
熱
が
限
界
を
超

え
る
と
発
火
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

現
象
を
「
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
」
と
い

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
防
ぐ
に
は

時
々
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
、

乾
い
た
布
な
ど
で
プ
ラ
グ
や
コ
ン
セ
ン

ト
に
付
着
し
た
ホ
コ
リ
を
拭
き
取
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
ホ
コ
リ
と
湿
気
・
水

気
が
多
い
場
所
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
受
け
刃
が
緩

ん
で
い
る
と
接
触
不
良
に
よ
り
加
熱
す

る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。
プ
ラ
グ
は

Ｑ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普
通
の

風
邪
は
違
う
の
？

Ａ
普
通
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
ま
っ
た
く
異
な
る
病
気

で
す
。
普
通
の
風
邪
の
症
状
は
、

の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み

や
咳
な
ど
が
中
心
で
、
発
熱
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、

重
症
化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

　

度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節

３９痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
の
症
状
が

強
く
、
併
せ
て
普
通
の
風
邪
と
同

様
の
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
な
ど

の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
小
児
で
は
中

耳
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併

発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る

の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

で
す
。

Ｑ
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
ど
ん
な

こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い

の
？Ａ

乳
幼
児
、こ
と
に
幼
児
で
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症
で
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
て
、
脳
炎
の
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
兆
候
と
し

て
、
水
分
を
と
っ
た
あ
と
す
ぐ
に

吐
い
て
し
ま
い
元
気
が
な
い
、
意

識
が
は
っ
き
り
せ
ず
う
と
う
と

し
て
い
る
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
が
み
ら
れ
る
と
き
に
は
す

ぐ
に
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

奥
ま
で
確
実
に
差
し
込
み
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
緩
み
が
あ
れ
ば
電
気
工
事
店
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
タ
コ
足
配
線
は
火
事
の
も
と

　
「
タ
コ
足
配
線
」
と
は
、
名
前
の
と
お

り
タ
コ
の
足
の
よ
う
に
コ
ン
セ
ン
ト
や

延
長
コ
ー
ド
に
口
数
維
持
用
の
プ
ラ
グ

を
差
し
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
コ
ン
セ
ン
ト
や
延
長
コ
ー
ド
に
は
定

格
容
量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

 
定 
格
容
量
以
上
の
電
気
を
使
う
と
、
発

※熱
や
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
販
の
延
長
コ
ー
ド
の
コ
ン
セ
ン
ト

部
分
な
ど
に
は
定
格
容
量
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
電
気
機
器
の
裏
な
ど
の

表
示
を
確
認
し
て
合
計
が
延
長
コ
ー
ド

の
容
量
を
超
え
な
い
よ
う
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
配
線
や
機
器
な
ど
に
安
全
に
流
す
こ
と
の

で
き
る
電
気
の
量
を
定
め
た
数
値
の
こ
と
。
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今月の納期 固定資産税（３期分）　国民健康保険税（５期分）　介護保険料（５期分）

になる
いい話。 ��������	
������

　食生活改善推進員会では、各地区において「伝達
料理講習会」を開催し、生活習慣病予防の料理を地
域に広める活動をしています。興味のある方、ぜひ
参加してみませんか。
●時　　間：午前９時３０分～正午
●材 料 費：３００円
●申し込み：お近くの食生活改善推進員、地区の協力

員、保健センターまで。材料の準備があ
りますので、実施日の１週間前までにお知
らせください。

●お問い合わせ先：石川町保健センター　�２６－８４１６

　

テ
レ
ビ
の
番
組
で
「
あ
な
た
の
家
庭

で
も
っ
と
望
む
こ
と
は
な
に
か
」
と
子

ど
も
た
ち
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ど
の
年

代
の
子
ど
も
も
一
番
多
か
っ
た
答
え
は
、

「
家
族
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
す
」
で

し
た
。

以
外
で
し
た
が
「
な
る
ほ
ど
…
」
と
思

っ
て
み
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

を
、
子
ど
も
た
ち
が
願
い
ご
と
と
し
て

あ
げ
る
こ
と
を
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い

ま
す
か
。

「
必
要
な
も
の
さ
え
買
っ
て
あ
げ
て
い

れ
ば
、
子
ど
も
は
喜
ぶ
の
で
そ
れ
で
い

い
。」
と
い
っ
た
、「
子
ど
も
は
な
に
も

し
な
く
て
も
育
つ
」
と
思
わ
れ
て
い
た

時
代
は
あ
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
今
、

心
安
ら
ぐ
楽
し
い
家
庭
は
、
家
族
が
意

識
的
に
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
、
な
か

な
か
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に

過
ご
す
時
間
を
多
く
持
っ
た
り
、
家
事

の
手
伝
い
な
ど
年
代
に
合
っ
た
役
割
を

担
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
責
任
感
や

自
立
心
も
育
ち
、
自
分
が
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
気
持
ち
を
は
ぐ
く
み
、
会
話

を
ふ
や
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
し
て
夫
婦
で
も
親
子
で
も
何
で
も
話

せ
る
仲
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
子
ど

も
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
、
も
う

一
度
家
庭
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
一
番
の
願
い
、

そ
れ
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

１１月２５日までに納めましょう

地 区地　　区会 場会　　場日 程日　　程

山橋地区山橋地区山橋地区公民館山橋地区公民館１１月５日（水）１１月５日（水）

中野地区中野地区野木沢地区公民館野木沢地区公民館６日（木）６日（木）

竹柄地区竹柄地区竹柄集会所竹柄集会所７日（金）７日（金）

荒町、馬場町、古町、当町、松木下荒町、馬場町、古町、当町、松木下中央公民館中央公民館１２日（水）１２日（水）

中谷地区中谷地区農村婦人の家農村婦人の家１３日（木）１３日（木）

北町、新町、三芦、南町、高田北町、新町、三芦、南町、高田中央公民館中央公民館１９日（水）１９日（水）

母畑地区母畑地区母畑地区公民館母畑地区公民館２０日（木）２０日（木）

塩沢地区塩沢地区塩沢農業構造改善センター塩沢農業構造改善センター２６日（水）２６日（水）

曲木地区曲木地区曲木研修集会所曲木研修集会所２７日（木）２７日（木）

沢田地区沢田地区沢田地区公民館沢田地区公民館１２月２日（火）１２月２日（火）

1,　一部負担金が限度額を超えた場合 
　同じ人が、同じ月に、同じ医療機関で下表の限度額を超えて
一部負担金を支払った場合、その超えた分が支給されます。 

　同じ世帯で、１２カ月以内に４回以上、高額医療費を支給を受
ける場合、４回目以降は、１カ月に下表の限度額を超えた分が
支給されます。（多数該当） 

　同じ世帯で、同じ月内に７０歳以上の人（老人保健対象者を
除く）の負担額と、７０歳未満の人の一部負担金（２１，０００円以
上のものに限る）の合計が限度額を超えた場合は、申請により
超えた分が高額療養費として支給されます。 

　同じ世帯で、同じ月内に一部負担金を２１，０００円以上支払っ
たときが２回以上あった場合、それらの額を合算して、限度額
を超えた分が支給されます。（世帯合算） 

●自己負担限度額（月額） 

※上位所得者とは保険税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が６７０万
円を超える世帯の人です。また、所得の申告がない場合は上位所得者とみなさ
れますまで、ご注意ください。 

※世帯合算は、家族の一部負担金を合算する場合だけでなく、同じ人が同じ月内に
複数の医療機関等で一部負担金を支払っている場合にも適用されます。 

 

2,　世帯で合算して限度額を超えた場合 

3，　１２カ月間に４回以上、支給を受ける場合 

●４回目からの自己負担限度額 

4，　同じ世帯で７０歳以上の人の負担と合算できる場合 

上位所得者 

上位所得者 
以外の人 

住民税課税世帯等 

139,800円 
＋（実際の医療費－４６６，０００円）×１％ 

72,300円 
＋（実際の医療費－２４１，０００円）×１％ 

35,400円 

住民税 
課税世帯 

住民税課税世帯等 

住民税 
課税世帯 

上位所得者 

上位所得者以外の人 

77,700円 

40,200円 

24,600円 

引き下げられた限度額を 
超えた分を支給 

1回目　2回目　3回目　4回目 
以降 

支
給
額 

限
度
額 

高額療養費の支給 高額療養費の支給 病気やケガでお医者さんにかかり、限度額を超えて一部負担金
を支払ったとき、超えた分が申請により払い戻されます。 ・・・・・・・・・・・ 

※申請の時にお持ちいただくもの 
　国民健康保険被保険者証、領収書、金融機関の通帳（郵便局以外）、印かん 
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募
　
集 

相
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F
メ
ー
ル
 

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
協
力
の
も
と
に
、　

月
１
日
、

１２

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成　

年
度
住

１５

宅
需
要
実
態
調
査
」
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
家
庭
の
み
な
さ

ん
が
、
住
宅
に
つ
い
て
、
日
頃
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
お

聴
き
す
る
も
の
で
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
住
宅
施
策
を
行
う
上
で
重
要
な
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。
全
国
で
約　

万
１０

世
帯
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
福
島

県
で
は
、
一
定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無

作
為
抽
出
し
、
石
川
町
は　

世
帯
に
調

８０

査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

月　

日
か
ら　

月
７
日
ま
で
の
間
、

１１

２４

１２

統
計
調
査
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
、
対

象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
す
る
と
同
時

に
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
ま
わ
り
の

住
宅
地
等
も
調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

　

�　

�
９
１
３
１

２６
成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

●
日　
　

時

　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１６

１１

　

午
前　

時
〜

１１

●
会　
　

場

　

ホ
テ
ル
「
松
多
屋
」

●
対　
象　
者

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４

５８

５９

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　

な
お
、
石
川
町
に
住
民
登
録
が
な
い

方
で
も
町
内
の
学
校
を
卒
業
し
、
本
人

が
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
ご
家
族
の
方
等
が
印
鑑
を
持
参
の

上
、　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
参
加
申

１１

２８

請
書
を
各
受
付
窓
口
（
教
育
委
員
会
・

役
場
窓
口
・
中
央
公
民
館
・
各
地
区
公

民
館
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加

申
請
書
は
、
各
受
付
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

（
申
請
書
に
は
参
加
者
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
現
住
所
等
記
入
）

　

申
請
を
さ
れ
た
方
及
び
石
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
る
方
に
は
、
別
途
案
内
の

通
知
を
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　

�　

�
９
１
３
６

２６

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
は
、
固
定
金
利
で
長
期
に
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
延
べ
３
２

０
万
人
を
超
え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て

き
た
制
度
で
す
。

●
融　
資　
額

　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
２
０
０
万

円
以
内　

●
融
資
期
間

　
　

年
以
内

１０
（
在
学
期
間
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

●
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
郡
山
支
店

　

�
０
２
４
�
９
２
３
�
７
１
４
０

　

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
の
入

学
者
や
在
学
者
は
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す

　

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免
許

の
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
免
許
取
得
等
を
希
望
さ
れ
る
方
、

ま
た
は
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
２
３
�
２
３
�
３
１
８
１

《
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
ス
タ
ー
ト
〜
福
島
県
庁

前
ゴ
ー
ル
》

　

第　

回
市
町
村
対
抗
福
島
県

１５

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
、　

月　
１１

１６

日
（
日
）
白
河
〜
福
島
間
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

当
日
は
、白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
午
前
８
時
に

ス
タ
ー
ト
し
、福
島
市
の
県
庁
前

の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

石
川
町
チ
ー
ム
は
、ゼ
ッ
ケ
ン

　

番
を
付
け
、上
位
入
賞
を
目
指

３０し
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、町
民
の

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

各
種
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

平成１６年平成１５年
試験の種類

３月２月１月１２月１１月
4918一級ボイラー技士

3・2312229・1811二級ボイラー技士
2626二級ボイラー技士（高校生のみ）

10
特別ボイラー溶接士
普通ボイラー溶接士

19ボイラー整備士

9131012
クレーン運転士
クレーン運転士〔床上運転式限定〕 

1019143移動式クレーン運転士
3発破技士

8・251821174・25
第一種衛生管理者
第二種衛生管理者

1120エックス線作業主任
20潜水士

自
衛
隊
生
徒
募
集

採
用

予
定

数受
付

期
間

一
次

試
験

二
次

試
験

合
格

発
表

受
験

資
格

陸　

２
５
０

海　

６
０

空　

５
０

（
男
子
の
み
）

　

月
４
日
（
火
）
〜

１１平
成　

年
１
月
７
日
（
火
）

１６

期　
　

日
＝
平
成　

年
１
月　

日
（
土
）

１６

１０

会　
　

場
＝
白
河
地
域
職
業
セ
ン
タ
ー
等

６
カ
所

試
験
科
目
＝
国
・
社
・
数
・
理
・
英
、
作

文
（
５
０
０
字
程
度
）

合
格
発
表
＝
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）

１６

１９

期　
　

日
＝
平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

１６

２３

〜　

日
（
月
）
の
１
日
間

２６

会　
　

場
＝
郡
山
駐
屯
地

試
験
科
目
＝
口
述
試
験
・
身
体
検
査
・
適

性
検
査

期　
　

日
＝
平
成　

年
２
月　

日
（
火
）

１６

１７

　

歳
以
上　

歳
未
満

１５

１７

Ｓ　

・
４
・
２
〜
Ｈ
１
・
４
・
１

６２

●お問い合わせ先　福島地方連絡部白河募集事務所　�０２４８－２４－０３７２

第　

回
ふ
く
し
ま
駅
伝

１５
石
川
町
チ
ー
ム

ゼ
ッ
ケ
ン　

番
を

３０

声
援
し
よ
う
！
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新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

松　

下　

亮　

介　
　
　
　

石
川
県

　

酒　

井　

貴　

子　
　
　
　

下　

泉

　

緑　

川　

好　

市　
　
　

矢
ノ
目
田

　

阿　

部　

幸　

恵　
　
　
　

古　

舘

11・12月 

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

中　

田　
　

茂　
　
　
　
　
　

北　

町

田　

口　

長　

助　
　
　
　
　

谷　

地

鈴　

木　

ハ　

ル　
　
　
　
　

母　

畑

志　

賀　

幸　

夫　
　
　
　
　

高　

田

渡　

邉　

祝　

子　
　
　
　
　

鹿
ノ
坂

藤　

田　

サ　

イ　
　
　
　
　

赤　

羽

有　

松　

義　

秋　
　
　
　
　

和　

久

伊　

藤　

三　

郎　
　
　
　
　

南　

町

向　

井　
　

清　
　
　
　
　
　

沢　

井

加　

藤　

ハ
ル
ヱ　
　
　
　
　

南　

町

木　

戸　

幸　

緒　
　
　
　
　

猫　

啼

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月１１月 NNNNNNNNNNoooooooooovvvvvvvvvveeeeeeeeeemmmmmmmmmmbbbbbbbbbbeeeeeeeeeerrrrrrrrrr　November

野木沢小学校
クリスタルパーク・石川

白河市～福島市
老人福祉センター

役場宿直室

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

東京方面

野木沢小フェスティバル
全国ミニバス大会福島県予選
県南地区大会（～１６日・２３日）
第１５回ふくしま駅伝
心配ごと相談（午前１０時～）

勤労感謝の日
医療安全推進週間（～３０日）
交通事故巡回相談（午前１０時～）
性の健康週間（～１２月１日）

心配ごと相談（午前１０時～）
税関記念日
第１回石川カップミニバスケット
ボール大会（～３０日）
町民号

土

日
月
火
水
木
金
土
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老人福祉センター

石川スケートセンター

クリスタルパーク・石川

歳末たすけあい運動（～３１日）

骨髄バンク推進月間

冬の省エネキャンペーン

（～３月３１日）

大気汚染防止推進月間

脱スパイクタイヤ推進月間

地球温暖化防止推進月間

世界エイズデー

冬の省エネルギー総点検の日

国際障害者デー

障害者週間（～９日）

人権週間（～１０日）

心配ごと相談（午前１０時～）

母畑レークサイドセンタースケート場オープン

石川町家庭バレーボール大会
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施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第200回● 
沢田中学校 

　本校は“しなやかで、自ら学ぶ生徒”“明るく、思いやりのある生徒”の
教育目標に基づき、何事にも取り組んでいます。なかでも、全校生84人
の総力を集めた第16作目となる「巨大壁画」は、子どもたちの誇りです。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　８月から９月にかけて、本州～四国、九州の山野に生える、
つる性の多年草。茎は針金状で紫黒色、３小葉の複葉を互
生します。 
　花は夏～秋。長さ１０ｃｍ位の花序に長さ１．５から２cmの
黄色の蝶形花を付けます。 

（ノササゲ：マメ科） 

　板南保育所に通う矢内千聖さん（中央）と、
二男の悠翔ちゃん（左前）、祖父の千歳さん（右）
と祖母の俊子さん（左後）です。 

19,273人（－  7） 

（  ）内前月比 

●10月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,421人（＋  1） 
9,852人（－  8） 
5,596戸（－  5） 

　10月は様々なイベントが多く、どの行事を記事
にしようかなと迷うくらいでした。取材をしてもボ
ツになる話題もあり、次回は取り上げてあげたい
なと思っています。10月上旬は晴天が続き、黄金
色に実った稲を刈る姿が各地で見受けられました
が、収量はイマイチ。反面、冷夏のせいかリンゴの
出来は上々のようです。天候に左右されやすい農
業の難しさを感じさせられました。恒例の母衣旗
まつりは、正午前から雨が降り始め、野外焼肉パー
ティーを楽しんでいた人も傘を片手にと、来年こ
そは秋晴れであってほしいものです。（迎　茂城） 

「風船の中を、折り紙ではり
絵にしたところを工夫しま
した。美しい自然を、このま
ま未来へ残すことができた
らいいなぁと思います。」 

「自然を未来にとどけよう」 

高橋　照美さん（2年） 
てる み 

「木の幹を何度も重ねぬり
をして、その木の歴史を感
じさせるように描きました。
また、葉の色もたくさんの
色を使って工夫しました。」 

「自分の好きな風景」 

郷　美奈実さん（1年） 
み な み  
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